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審 査 結 果 の 要 旨 
 
 本研究は3テスラMRIによる磁化率強調像を用いて、脳の放射線治療後に生じる微小出血
の発生頻度、潜伏期間、患者因子、線量との関連性を検討したものである。その結果、微
小出血は過去の報告に比べ、高頻度かつ比較的早期に認められ、25 Gy以上の照射で線量依
存性に増加し、微小出血の発生頻度は、照射線量と有意な関連性を有していることが判明
した。本論文の内容は、脳の放射線治療に伴う有害事象の一つである微小出血の早期検出
における磁化率強調像の有用性を示唆するものであり、明らかに学術水準を高めたものと
認める。 
